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移植後の水管理は、除草効果に影響を与えます！！

大分県農業協同組合豊肥営農経済センター 営農部 農産課  63－4994
大分県豊肥振興局生産流通部 地域営農・水田活用第二班 63－1301

＜田植え後は早めの獣害対策が重要です！＞

経験の浅い農家にオススメ！「水稲勉強会」開催中です！

・次回は6月14日(日) 9:30から、竹田市古園地域の圃場で開催。
・参加の申し込みは豊肥振興局 地水二班(63-1301)までご連絡下さい！

＜田植え後の水管理ポイント！＞

〈活着・除草剤散布〉

・湛水(5cｍ程度)に

しましょう！

・その後は、自然落水
で水は動かさない。

水
深

間断潅水移植
除草剤散布 ７日間

水を出し入れしない！

2～3日、田面が出ても除草
には影響がない。
※ 減水が激しい場合は、

 静かに入水しましょう

〈除草剤散布の経過〉

・散布後1日で、有効成分が水中に拡散
・３～4日で処理層が形成されます！

激しく水を動かすと、
処理層が壊れます

① 電気柵がイノシシ等に「危険」と認識させることが重要。

〈例〉昼夜問わず通電する ・通電してない柵は撤去する

② ガイシは外向きで設置。

③ イノシシ用の「さく線」の高さは、

    地面から20㎝・20㎝の2段が基本！

【電気柵の心得】

ガイシ外向き
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